
は約86MWで、い
ずれも2019年は
2018年に比べて
増加した。とくに
日本では、ＦＩＴ
に基づく売電事業
向け案件の着工が
ピークを迎えてお
り出荷の多くを占
め、一方で住宅向
けの出荷量につい
ては2019年は120
～130MW程度と
なる。

　2020年については2019年に
比べて10％増の出荷量を目指してお
り、１GWの大台に迫ることも視野に
入れている。また、2020年について
も住宅と非住宅の出荷量の割合は大き
な変化はないと見ている。市場の動向
について調査会社からの色々な見通し
が出ている。それらを見てみると、当
初は住宅向けが拡大すると思われて
いたが、実際のところ住宅向けは堅
実な伸びに落ち着いており、日本の住
宅向けモジュール市場の規模は年間
800MW～１GW規模の間で推移して
いる。市場が大きく拡大しない中で当
社が出荷量を伸ばすには、市場で当社
が占めるシェアを大きくしていくこと
になる。市場でのシェアを急激に倍増
するのはハードルが高いが、2020年
は2019年よりも出荷量を10％増加で
きれば、当社の日本でのシェアにも当
然大きく反映される。2021年には国

　2019年のカナディアン・ソー
ラーのモジュール出荷量については
現在も集計中だが、グローバルの出
荷量は約8,400～8,500MWを想定し
ており、このうち日本での外販向け
出荷量は約800MW、また日本でカ
ナディアン・ソーラーが行う発電事
業向けの出荷が約100MWで、国内向
け出荷量は合計約900MWとなる見込
み。2018年のモジュール出荷実績が
グローバルで6,817MW、うち日本で
の外販向け出荷量は約750MW、カナ
ディアン・ソーラーの国内発電所向け

内住宅市場シェアの中で13～14％程
度を確保できると期待もしている。こ
のためには販売チャネルの開拓なども
進めていく必要があり、それにより年
間のモジュール出荷量10％増も実現
可能と考えている。

　カナディアン・ソーラーでは、
日本向けのコロナウィルスの影響を最
小限に留めることができたと捉えてい
る。中国では、もともとモジュールの
工場が停止し製造業務が行われない春
節の時期に当たり、コロナウィルスを
うけて春節明けの工場稼働再開の時期
は１週間遅れたが、実質的な工場稼働
停止の期間とそれによるインパクトも
１週間程度にとどまった。一方で、日
本は年度末が迫り３月中に製品が欲し
いというお客さまからのリクエストも



多い中で、カナディアン・ソーラーと
して日本に対する製品供給を優先的に
行った。

　カナディアン・ソーラーのモ
ジュール製品のうち「HiKuシリー
ズ」の中で、新たに単結晶モジュール
を製品化し販売を開始した。HiKuシ
リーズはこれまで多結晶モジュール
のシリーズとしていたが、これに単結
晶製品を加えた。新たなモジュール
は、従来よりも一回り大きいサイズの
セルを144枚搭載し、１枚当たりの最
大出力は450Ｗに高めており高い設置
効率が期待できる。グローバルに見て
もセルの大型化が進む中で、カナディ
アン・ソーラーはその中でも大きめの
セルを採用している。こうした大判サ
イズのモジュールの一方で、120セル
搭載の一回り小さいタイプのモジュー
ルも製品化している。これは非住宅の
産業用屋根向けなどに適したモジュー
ルとなっており、このモジュールは今
後の自家消費用途での主力製品として
販売することも考えている。産業用製
品は今後の２～３年はＦＩＴ案件向け
が中心となるが、再来年頃からは自家
消費向けの製品についても、モジュー
ル出荷量における比率としても一定程
度を占め始めるのではないか。一方で
住宅向けには､「HDMシリーズ」のモ
ジュールで従来よりも一回り大きなタ
イプと小さくしたものをそれぞれリ
リースした。これらをラインアップす
ることで、色々な面積・幅の屋根での
設置に対応し、屋根のスペースを有効
活用することができる。
　また当社には、住宅向けのソリュー
ションとして太陽電池モジュール、
蓄電池、さらに電気自動車を１つの
パワコンで制御するトライブリッド
システムによるパッケージソリュー
ション「SOLIEV(ソリーブ)」への問
い合わせが増加している。一方で当
社は、太陽光パネルと蓄電池の２つ
を制御するハイブリッドパワコンに
よる「PLATINUM Charge(プラチナ

ムチャージ)」も新たに販売を開始し
た。プラチナムチャージでは、自立運
転時の電圧が200Ｖとなり、停電時に
もエアコンやエコキュート、ＩＨＩ
ヒーターといった機器を運転すること
ができる。今後は蓄電池の補助的な役
割で太陽光発電システムが付随してい
くことになる。

　ＦＩＴ案件ではモジュールの効
率とともに、価格についても重要視さ
れる。当社でも従来より高効率のモ
ジュールを新たにリリースしている一
方で、事業者側では発電所の設計にす
でに着手しているプロジェクトがほと
んどで、このため新製品のモジュール
がリリースされたことを受け発電所の
再設計・変更を行うというよりは、こ
れまで進めてきた設計の中で決定した
モジュールで建設に着手するケースが
大半を占める。とくに14円/kWhや入
札案件のような低ＦＩＴ価格のプロ
ジェクトでは、事業実現へまずは建設
コストの削減が重要視される。建設コ
ストに占める割合が以前よりも小さく
なったとはいえ、モジュール価格のさ

らなるコストダウンに対する要請・プ
レッシャーもまだまだ続いている。

　カスタマー向けのホットライン
によるトラブル発生時の対応体制など
がとくに評価を受けている。また、
これまでの日本での設置実績は累積約
13GWに達している。今後は太陽電池
モジュールに付随する様々なサービス
や副部材を含めた、トータルでのソ
リューション提供をカナディアン・
ソーラーのグローバルの方針としても
掲げられており、日本での取り組みは
本社としても水平展開をしていく必要
があるともとらえているのでは。カナ
ディアン・ソーラーは現在南米でも実
績を伸ばしている。日本以外でもブラ
ジルにおいて、モジュールメーカーと
して住宅向けの事業でとくにリーダー
シップを発揮し事業を展開している。
また今後はアメリカでも住宅向け市場
が拡大するとも言われており、情報共
有なども行いながらカナディアン・
ソーラーは事業を推進していく。


